
チ ベ ッ ト語現代 ラサ方言の2音 節間に現れ る-b-に ついて

白井聡子

0.は じめ に

 現代チベ ッ ト語 において,最 も生産的な語形成法 は複合 であ る。 チベ ッ ト語 は基

本的に1音 節 が1形 態素 をなす言語であ るが,現 代語 においては2音 節か らなる複

合語が生産的 に形成 される。現代 ラサ方言注1では,複 合語 を形成す る2音 節は音韻

上強 く結 びつ き,そ の形成の際 にはい くつかの音交替現象が観察 され る。その うち

のひとつが,そ れぞれの形態素が単独で発音 される際 には存在 しない子音が音節 問

に(第1音 節末子音 として)現 れるというものである。

 この現象 に対す る先行研究の分析は次の二つに分 かれる。一つは もともと第1音

節末尾 にあ る子音が単独 で現れ るときには脱落する と考える分析,も う一つは古 い

形式 にお ける第2音 節初頭 の子音連続 を反映 してその最初の子音が第1音 節末子音

として現れ ると考 える分析 であ る。 しか しそのいず れにも当てはま らない と思 われ

る例が多数存在 してい る。

 この現象 において第1音 節 と第2音 節の間に現れる子音 には何種類かあ るが,そ

のうち最 も問題が ある と思 われるのは両唇閉鎖音 ―b一である。-b一は第2音 節初頭の

前鼻音化音 に由来す る鼻音 を除 くと2音 節間に現れる子音 の中で極端 に出現頻度が

高い。一方,音 節末両唇音 はラサ方言の音節末子音 の中で 「最 も安定」 してお り,

「消 えた り現 れた りとい う現象 を見せ ることが非常 に少 ない」 子音 である (胡坦

1991:90参 照)。 よって,状 況によって出現 した りしなかった りす る-b―が もとも

と第1音 節末尾 にあった子音である可能性 についてはほぼ排除 しうる。チベ ッ ト文

語注2との対応 や他方言 との比較か ら,古 い形式 における第2音 節初 頭の子音連続 を

反映 してい る と思 われ る例 もあるが,そ れでは説明で きない例 も少 な くない。

 そ こで,本 稿 で は,チ ベ ッ ト語 現代 ラサ方言 の2音 節 複 合語 音 節 間 にお け る音交

替 現象 につ い て,音 節 間 に子音 ―b―が現 れ る現 象 を中心 に考察 をお こ な う。 特 に,
注1ラサ方言の資料は主に于道泉(1983)『 蔵漢対照拉薩口語詞典』に依る

。ただし先行研究の挙げる

例も一部採用 した。また,イ ンフォーマントとしてツェリン ・ドルマ('tse埆'(狛oma)夫 人にもご協
力をいただいた。ッェリン ・ドルマ夫人は1935年 生まれ,ラ サの貴族階級の出身である。

 本 稿 で扱 う現 代 ラサ 方 言 の音 素 は次 の とお り。 子 音:p[ph亅, t〔th1, C[[nl, ky[k'"],k[k°1, ts[tsh],ﾘ[縮h];b[p
～b】

,d[t～d],(紅 し～a],9Y[ﾟ～gj],g[k～g],dz[ts～dz】,d多[¢ ～d写1;s,6;m, n, ny囹,0;n甚,�,む;1,

r[」]>W,YG];1,撫 」,xU】。 母 音:i, e, s,a,θ, H, o, uお よ びそ の重 母音 と鼻 母音 。 声調:高 平 調/―.../,高降

調 ズ_/,低 昇 調/'_/,低 昇 降 調r..a;無 アク セ ン ト(声 調 を持 た ない)〃 。音 節 構 造 はV, VV, VC, CV,

CW, CVC。 子 音 音 素 の うち,非 帯 気 閉鎖 音 お よび非 帯気 破 擦 音 は高 声 調 で 始 ま る語 の初 頭,音 節

末,末 子 音 ―g,―bのあ との位 置 で は無 声 音,そ れ以 外 の位 置 で は有 声 音 で現 れ る 。子 音 に前 鼻 音 化 有

声 音[mb, nd,冗 ゼ,匁,"dz,―dz】を持 つ 話者 もい るが,本 稿 で は于 道 泉(1983)に 従 っ て前 鼻 音 化 有 声 音 を

認 め ない 。 声 調 につ い て は,2音 節 語 が形 成 され る とそ の2音 節 単位 で ひ とつ の声 調 型 を持 つ よ う

に な る と解 釈 し,2音 節 語 の左 肩 にその 声 調 を示 した(§1.i参 照)。
滋 本 稿 で は

,9世 紀 に整 備 され た 書 写語 をチ ベ ッ ト文 語(も し くは単 に 「文 語 」)と 呼 ぶ。 こ の形

式 は現 代 文 語 に も概 ね受 け 継 が れ て い る。 な お,資 料 と して はJ舖chke(1881)を 用 い た 。
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第1音 節末尾 に も第2音 節初頭 に も本来なかった 一b―が音節間 に現 れることがある

ことを指摘 し,そ れが なぜ現れるかについての試案を提示 したい。

1.概 況

1.1 2音 節語形成の際に見 られる音交替現象

 現代ラサ方言において2音 節語が形成される際にはさまざまな音交替現象がみら

れる。

 2音 節複合語が形成 される と,一 般 に,第1音 節 は下降調 と非下 降調の対立 を失

って高平調 または低昇調 にな り,第2音 節初頭は帯気性 と声調 が中和 して,一 律 に

高 くは じまる声調 を もつ非帯気音 になる(1a)注3。 また,高 母音 を持 つ音節 と中母音

または低母音 を持つ音節の組み合 わせで2音 節語が形成 される場合,母 音の同化が

起 こるこ とが多い(lb)。 中 ・低母音が同化 して高舌化 する(a>A, o>uな ど)こ と

が多いが,逆 に低舌化(u>oな ど)が 生 じることもある。

(1) a.'犀ee[げe:yl

     宗教

b.'maa[ma:y]

 軍

十 くtεε [thε:《1ユ   →

 信仰

+'mi【miλ] →

人

、
t¢eedε ε[t輊e=一 ―dε:y】

 「宗教 信仰 」
―
maami[m△ 日mi■

「軍人」

 上記 の現象 に比べ る と散発的であるが,2音 節複合語の第1音 節末尾の形式が交

替する ことがあ る。 つ ま り,(2)の ように母音終わ りの音節 に末子音注4が現れ るほ

か,(3a)の ように母音が長化 ・前舌化(時 にその両 方)を 起 こす,あ るいは(3b)の

ように子音終わ りの音節 の末子音が別の子音 になる とい う現象が見 られる。それぞ

れ,左 端 に2音 節複合語の例 を,()内 に構成要素の単独での形式 を,右 端 に文語

形式 を掲 げた。

(2)

a.、dzugd3ii

b.―d%ubgi

c.一ﾘurdo

d.'samdoo

e.g臠o

「11」

「14」

「水 中の石」

「土 色」

「柱 の上 端」

(-deu 「10」 ,、d名ii 「1」 )

(―d耳u 「10」 ,'gi 「4」 )

(―切 「水 」'do「 石 」)

(―sar土 地 」,^d・ ・ 「色 」)

(-gaく ―gawa r柱 」,'9・ 「頭 」)

WrT.

bcu gcig

bcu bzhi

chu rdo

sa mdog

ka'go

曲音節が高 くはじめられるか低 くはじめられるかという特徴のみが中和 し
,音 節末尾が平下降調か

非下降調かという特徴は残る。また,綴 り字発音などの状況においては第2音 節初頭にも帯気音が
現れる場合がある。
滋鼻音の場合は

,し ばしば直前の母音と融合 し鼻母音 として現れる。例(2e,j)。

 .1



f.幽dzugbun

9.-t¢ubd多a

h.―dZUIgu

i.'ﾘumny�

j. 'oatsO

「十人隊長」

「うすいお茶」

「19」

「汚水」

「私 たち」

(-d闘 「10」,―ben「 官 吏 」)

(-ﾘur水 」,'鯵ar茶 」)

(―d孝u 「10」 ,'gu 「gj )

(―蜘 「水 」,'nyh「 か す 」)

('oa「 私 」,-tso「 ～ た ち 」)

bcu dpon

chu ja

bcu dgu

chu snyigs

nga tsho

(3) a.'¢蝿ao 「水 疱 」

   b.'gamdzam 「段 階 」

(―ﾘu「 水 」,gag<'gaobu「 殻 」)chu lgang

(-gab「 時 」,'tsam「 境 界 」)  skabs mtshams

 これ らの現 象 にお い て音 節 間子 音注5と して現 れ る もの と して は,-g―,-b-,-r―,

及 び鼻 音 が あ る。 そ の 中 に は(2a)～(2e)の よ うに文 語形 式 と うま く対 応 す る例 もあ

るが,(2f)～(2j)の よ うに文語 形式 と対 応 しない例 も少 な くな い。

 このほか,胡 坦(1991)に 記述 されるように,一 部の音節末子音 については2音 節

語の第1音 節末尾 においてやや保持 されやす く,語 末では母音 の代償延長 を伴 って

脱落 しやすい という傾 向 もあ る。

(4) ^nag～^naa「 黒 い[AS]」

a.〈minaa  「俗 人,在 家 」

b.'nagqpm  「闇 市 」

('mi「 人 」)

(-t。m「 市 場 」)

1.2 先 行研 究

 2音 節語の音節問 に子音が現 れるという現象を中心的に扱 った研究 は少 ない。一

般 的なラサ方言の記述 においては,第2音 節初頭の子音連続が語 中(母 音問)に おい

て現 れるとい う説明がなされる(Kjellin l 976な ど)。

 この現象 に最初 に注 目したのは,Miller(1954)で あ ろうと思 われ る。祖語の再建

に利用する という観 点か ら論 じ,古 い段階において第1音 節末 に存 在 していた末子

音が現れている と結論づ けている。

 あ る程 度 の ま とまっ た記 述 と分析 が な されてい る もの と して は,Chang and Shefts

(1965)お よびShefts and Chang(1967)し か ない 。

 Chang and Shefts(1965)の 対 象 は第1音 節 が鼻母音,0, mで 終 わ る複 合 語 で,こ れ を

第1音 節末 の 口音 素性(-V,-g,―b)と 第2音 節 初頭 の鼻音 素 性 との融 合 した もの と分

析 してい る。

溢本稿では2音 節語が形成 されたときにのみ2音 節間に第1音 節末尾音として現れる子音を音節間

子音 と呼ぶことにする。
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 続 くShefts and Chang(1967)で は,複 合語が形成 され なけれ ば現 れない両唇音 一b―,

―m―を対 象 に,こ れ をいずれの形態素に属する と考えるべ きか― 第1音 節末 に帰

属 させるのか,第2音 節初頭 に帰属 させるのか  とい う問題 を申心 に分析 を行 っ

ている。 まず第1音 節末 に帰属 させ るとい う考 え方 については,そ のように考 えら

れる例 もある としなが らも,同 じ先行形態素 を持 っていて 一b一の現れない複合語が

あることの説明がで きない として,や や消極的である。 これ に対 し,後 続音節初頭

に帰属 する と考 えられる例 のうちい くつかは確実であ り,文 語形式か らも裏付 け ら

れるものが多い として,や や こちらの可能性 に傾 く結論 を出 してい る。

なお,白 井(1996)で は不完全なが ら音節問子音の分類 を試みた。

1.3 音節間子音の現れ方

 本 稿 で は資料 と して 『藏 漢対 照拉 薩 口語 詞典J (収録 語 数約2万5千)お よび先

行研 究 の例 な どか ら複 合 語 を採集 した。 第1音 節 末 に現 れ る音 別 の集 計結 果 は次 の

ようで あ っ た。-b-が 現 れ る複合 語 は348例,-g― は16例,-r― は19例,―n― は516例,

-g―は170例 ,―m一 は144例,母 音が 長化 す る もの は35例 あ った注6。 口音 で は 一b-が突

出 して多 い こ とが分 か る。 語彙 的 に決 まって い る子 音 が 現 れ た り現 れ なか っ た りす

る もの だ とす れ ば,-g-,―r-と い ったバ リエ ー シ ョン もあ る中 で,-b― だ けが これ ほ ど

多 い の は不 自然 で あ る よ うに思 われ る。

 ―b-の分布 には次 の ような偏 りが見 られる。 第1音 節はほ とんど(約91%)が 本来

単母音で終わる ものである。これは,鼻 音が どの ような第1音 節末尾 にも現れ うる

の と対照的である注7。なお,語 末で重母音 を持つ音節末尾 に ーb-が現れ る場合,(5)

の ように母音 は単母音 になる注8。

(5) 「¢ab¢i「 形状,形 勢 」 ('tgaa「 生 じ る 』,'輅「 基 礎,土 台 」)

 ま た,Shefts and Chang(1967)の 指摘 に よれ ば,音 節 問子音 ―b一は後 続 音節 が 一b,

―mで 終 わ る と きは現 れ ず ,軟 口蓋音 の直前 に も現 れ ない とい う。

 筆者の調べ た限 りでは,単 独で発音 される とき末子音 ―bを 持つ後続音節の前 に

音節 間子音 ―b一が現れ る例 は8例 ある。ただ し(6a)の1例 を除いていずれ も第2音

節末尾 の-bは 代償延長 を引 き起 こして脱落する(6bな ど)。なお,後 続音節末 に限

注6い くつ か 交 替 形 が あ る場 合
,例 えば-n一 が現 れ る形 と 一m-が 現 れ る形 が い ず れ も可 能 な語 や,―b―が

現 れ て も現 れ な くて も可 能 で あ る ような 語 につ い て は,現 れ る形 式 をすべ て優 先 的 に計 上 して い る 。
つ ま り前 者 の よ うな複 合 語 は,.n一と 一m一とに二重 に計 上 され てい る。 また,-n一 は第1音 節 母音 の鼻

母音 化 を含 む(資 料 にお い て 表記 上 区別 され て い ない た め)。
注7鼻音 は前 部 要 素 が 重 母 音 で 終 わ る もの で あ る場合 も現 れ うる

。

   ^¢俎00～^ρ 罷do口 「顔 色[R]」 ('βεε 「口,顔[R]」,^doO「 色 つ や」)注8
ラサ 方 言 に はCVVCと い う音 節構 造 はな い。 音節 末 子 音 が あ る場 合,母 音 は常 に単 母 音 で あ る。
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らず,音 節 間子音 ―b―は基本的 に同一語内で両唇音 と共起 しに くい。後続音節初頭

が両唇音であ るとき,そ の直前 に 一b一が現れることはほ とんどな く,(6c)が 唯一の

例外である。 第 ユ音節初頭,つ まり母音 を挟んで 一b―と隣i接す る位置 に両唇音が来

る例 もほ とんどな く,(6d)が 唯一の例外である。 また,軟 ロ蓋音 の直前 に―b―が現

れる例 は(6e)の1例 のみ,軟 口蓋音+uの あとに現れ る例 も1例 しかない。この ほ

か,硬 口蓋破裂音 と鼻音の直前 に現れる例 もどちらか といえば少 な く(そ れぞれ19

例 と4例)滋,母 音お よび半母音の直前 には現れない。

(6) 例外的な現れ方 をする 一b―

a.'tsabsub〈gyaa「 灼 け る ように痛 む」

             (―tsa「痛 む」,

b.へlobsuu^gyaa「 空 咳 をす る」

             (―lo「肺」,

C.-lebbam  「書 籍 」   ぐ1ee「 板 」,

d。 ―mabd多a 「孔 雀 」

e.'leﾘee  「か ご の ふ た 」

'
sub 「塞 ぐ」 ,^gyaa[VBL])

'
sub「 塞 ぐ 」9"gyaa[VBL])

`
pam<'pambo「(本 の)節 」)

(-ma[<5kt. may�a],"t軋「 鳥 」)

   (―lee〈-leebo「 か ご 」,'keb 「ふ た 」)

 こういった,直 後 に現れ る音 による分布の偏 りは,第1音 節末 に もともと存在 す

る末子音-bに は見 られ ない ものである。このことか らも,音 節 間子音 ―b-は第1音

節末子音 ―bとは異 なる ものである と考 えられる。 なお,第1音 節末尾 と第2音 節

初頭で両唇破裂音が連続す る場合は,一 方が消 えることが多い。

 また,―b― 以外 の音 節 間 口音 一ﾘ一,-r一につい ては 一b―が現 れ に くい 環境 に現 れ る例

が やや多 い脚 。

2.考 察

2.1 第2音 節初頭音の可能性を支持する例

 い くつ か の形 態 素 につ い て,2音 節 語 の第2音 節 にな った場 合 にか な りの割 合 で

音 節 問 の 一b―が現 れ る とい う現 象 が見 られ る。 その 多 くは(7),(8)の ような他動 詞 完

了語 幹 であ り,動 詞 と派 生 関係 にある と考 え られ る(つ ま り,い わ ゆる'word family'

注'鼻音 の 直前 で は ―m―に な っ てい る場合 が 多 い と考 え られる 。

勘 一g―は,単 独 で は重 母 音 を持 つ 前 部 要素 のあ とに現 れ る例 や,単 独 で も末 子 音 を持 つ前 部 要 素 の 末

子 音 に取 って代 わ っ て現 れ る例 が多 い(両 方 で12例)。 また,―9-,-r― と もに両 唇 音 ・軟 口蓋i音の 近 く

や硬 ロ蓋 音 の 直前 とい った,-b― が 現 れ に くい位 置 に現 れ る例 が 多 い 。 こ れ まで に収 集 した例 の 中

で,―b・ が現 れや す い環 境 に ―g―,-r一が 現 れ る例 は そ れぞ れ5例 と2例 で あ る。
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をな す)(9)の よ うな名詞 語幹 もい くつか含 まれ る注蓋1。

(7) '4aa    「焼 く[PFI']」

a.'gob(恒a

b.'¢ab(加

c.^nyabcｿaa

d.^nyiﾘaa―dao

「靴底用 の皮,焼 き皮 」 (-gO<―gO(W)0「 皮 革 」)

「焼 いた肉」

「焼 き魚」

「日に晒す」

(―軋「 肉 」)

("nya 「魚 」 )

('nyi<'nyima「 日,太 陽 」,―daO【VBLj)

(8)'gε ε  「言 う,説 明す る[PFr]」

a.'kab¢ εε   「話 」    (-ka「 口」)

b.'¢。b¢εε     「さい ころ賭博 用 語」   (-go「 さい ころ」)

c.'yuﾘii     「トル コ石 の話 」  (―yu「 トル コ石 」,'oii<ﾇEs)

(9)'dzee  「遊 び 」

a."kobdzee

b."dabdzee

c.'ﾘubdzee

(cf.-dze r遊 ぶ 【IMPF]」

「武芸,武 術」

「馬術」

「水遊び」

,'dzee「 遊 ぶLPB】 」)注12

('ko<'kod孤 「鎧 か ぶ と,武 器 」)

(―da 「馬 」 )

(-riu「 水,川 」)

 こ こ に挙 げた タイ プの形 態 素が 第2音 節 に なる と,音 節 間子 音 一b一の現 れ やす い

環境 で あ れ ば(§1.3参 照)ほ ぼ確 実 に 一b―が現 れ る。 これ らの形 態素 につ いて は,音

節初 頭 のb― が 語頭 な どの位 置 で は消 えて い る と考 えて もよい の で は ないか と思 わ

れ る。 ほか に, 数 詞'輅「4」,'d廿n 「7」,^gyε ε 「8」, ―d多u「10」, 'gya

「100」 お よび名詞 語 幹^輹u「 尾」,Ci「 にお い」,'dεn「 敷 物 」 もこの タイ プ に

含 まれ る。

2―2 文語形式 との対応 と問題点

 前 節 で 見 た よ う な,音 節 初 頭 のb一 が 考 え ら れ る 形 態 素 を チ ベ ッ ト文 語 の 形 式 と

対 照 し て み る と,あ る 程 度 の 対 応 は 認 め ら れ る が す べ て を 説 明 す る こ と は で き な い

こ と が 分 か る 。

注"Shefts and Chang(1967)に お いて例 示 され てい る 「初頭 のb 一を含 む異 形 態 が た て られ そ うな」 形

態 素 の い くつ か も,他 動 詞 完 了語 幹 と関係 が あ る と思 わ れ る。Shefts and Chang(1967:524-525)の

番 号 で はVII類 の75,77,78,80,81,84,85,86,87。

 なお,Shefts and Chang(1967)に 初 頭 のb一 を持 つ例 と して挙 げ られ てい る形態 素 の うち'mee「 半

分 」 お よ び"t軋「 鳥」 に つ い て は,現 れや す い環境 であ る に もか か わ らず 一b一が 現 れ な い例 が見 ら

れ る た め,こ の タ イ プか ら は除外 してお く。
注12名詞 「遊 び」 と動 詞 「遊 ぶ 」 の完 了 語幹 は現代 ラサ 方 言 にお い て は 同一 の 形 式 で あ るが

,綴 り字

上 は区 別 され る(WrT. rtsed「 遊 び」,rtses「 遊ぶ[PFT]」)。 こ こ で は辞 書 に収 録 され てい る形 式

に従 い,(9a-c)の 第2音 節 を名 詞 「遊 び」 と した。
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 西田(1957:40)に よれ ば,古 典チベ ッ ト語において他動詞の活用様式 には3種 類

が認め られるが,い ずれの様式においても完了態形式 は 「接頭辞b一 によって特徴

づ けられてい る」 とい う。 この他動詞完了態形式が現代語 において も保持 されてお

り母音間でのみ顕在化す るのだとすれば,前 節で挙 げた例(7),(8)な どもご く自然

な音韻現象 である と言 える。

 ただ し,音 節 間子音-b一が現れ うる初頭子音(§1.3参 照)を 持つ他動詞完了語幹 で

もこのタイ プに含 まれ ない ものがある。 た とえば(10)'dzee「 作 る,作 りか える

[PFr]」 が第2音 節 となる語の うち,音 節間子音 一b―が現れる例 は(8a)な ど2例 のみ

で,―b一が現れ ない例 の方が多 く見 られる曲 。 この形態素は,少 な くとも音節 間子

音 に関する現象 か ら見 る と,単 純 に初頭 のb一 を持つ とは考えがたい。

(10)'⑫ θe 「作 る,作 りか える[PFT]」

a.〈sobdzθe       「修 理」         ('so 『作 る【IMPF]」 )

b.'¢i銘eθ 一kao   「外科」      (―面 「外」,―kao「 建 物」)

c。'lad%θθ     「い いか げ んにや る こ と」    (―la「容易 な」)

 他 動詞 完 了 語 幹 の 多 くは文語 形式 におい てb― で は じまる初頭 子 音連 続 を持 ち,

その 中 には他 動 詞 語 幹 にの み可能 な子音 連 続 も含 まれ る。 た とえば(7ジ(拠 「焼 く

[PFr】」 の文 語 形 式 はbsregs,(8)ﾇEE「 言 う,説 明 す る[pft]」 はbshadで あ る。(10)

の'd%aa「 作 る,作 り替 え る[PFr]」 も,音 節 問子音 ―b一をあ ま り生 じない に もかか

わ らず,文 語 形 式 はbcasで 初頭 のb― を持 って いる。 これ に対 して,§2.1で 初 頭 の

b一が考 え られ る例 と して挙 げた形 態素 の うち,'ﾘee「 遊 び」(WrT.鵝ed注14),^輹u

「尾 」(WrT. gzhug),'ti「 におい」(WrT. dri),'dεn「 敷 物」(WrT. gdan)は いず れ

も文語 形式 にお い て は初 頭 にb一 を持 た ない。 文語 形 式 にお け る子音 連 続初 頭 のb―

と現代 ラサ 方 言 の複合 語 に現 れ る音 節 問子音 ―b―とが単純 に結 びつ くもので は な い

ことは明 らか で あ る。

 しか しなお,文 語形式がある時期 における口語 を反映 している との前提 の もと,

ある程度の対応 関係 をたてる試み もなされている。

 Shefts and Chang(1967)は 音 節 問子 音 の現象 と文 語形 式 との 関わ りにつ い て の考察

を述べ て い る 。 そ の 中で い くつか の形態 素 につい て文 語 の音 節初 頭 子音 連 続 の初 頭

音gー が音 節 問子 音 一b一に対 応 す る と して い る。^輹u「 尾 」(WrT. gzhug)や'd£n「 敷

注13―b-が現れやすい環境で現れない例は6例 。うち1例 は音節間子音 ―r―が現れるという,か なり特
殊な例である:

   'dof⑫oe^¢ee 「邪 を払 う」 ('do「 魔 法儀 式 」,^t6ee[VBL】)
注'4'dzee「 遊 ぶ[PFT】 」(WrT

. rtses)も 伝 統 的 な綴 りではb― を持 た な い。 現 代 文 語 にお い て はbrtses

と綴 られ る こ と もあ るが,こ れ は最 も多 い タイ プの 動詞 完 了 語 幹形 式 か らの 類推 に よっ て生 まれ た,

比 較 的新 しい綴 りで あ る と思 わ れ る。
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物 」(WrT. gdan)な どの例 を見 る とその可能 性 もあ る よ うに思 わ れ る。 で は,音 節

問子 音 と しては ―9―もあ りうるに もかか わ らず,な ぜ これ らの 形態 素が 第2音 節 と

な った と き-b一 が現 れ やす くな るの だ ろうか。 この 問題 につ い て は,次 の よ うな分

析 が 可能 だ ろ う。 語 頭 の子音 連続 初頭 のb― とg― は あ る時期 に融 合 した。 この段 階

にお い て も母音 間 で は まだ対 立 を保 ってい たが,よ り多数 を 占め る 一b―の方 に注'5次

第 に合流 し,-b― が現 れ に くい環境 で は 一g一に合流 した の で は ない か 。

 アム ド方 言 に属 す る夏 河 方 言注16との比較 が,こ の説 を支持 す る根拠 に なるか もし

れ ない 。夏 河 方 言 にお い て,子 音連 続初頭 のb― とg-は 語頭 で は対 立 を失 っ てh― に

な って い るが,母 音 問 にお いて は対 立 を保 って い る例 もあ る。 また,夏 河 方 言 にお

い ては文 語 の子 音 連 続初 頭 のr― もh― に対 応 して い る ため,'dzee「 遊 び」(WrT.

rtsed)な どにつ い て も同様 の説 明が 可 能か もしれ ない。

(11) WrT.

sa

gdan

bdag

sa gdan

sa tidag

夏 河

sha

hdan

hdak

s°ahdan

s"ap dak

ラ サ

ー
sa

"d
sn

^d
aa

-
sabdsn

'
sabdaa

「土地」

「敷物」

「所有者」

「絨 毯」

「地主」

 以 上 の よ う に,い くつ か の形 態素 につ いて は古 い形 式 にお け る初頭 子音 連 続 と現

代 ラサ方 言 にお け る音 節 間子音-b一 の出現 との 問 に関係 を認 め る こ とがで きる。 し

か しこれ は一部 の例 の説 明 に しか な らない。 た とえば,'ti「 にお い」(WrT. dri)

が 第2音 節 とな っ た と きに は音節 問子 音 一b―が現 れ る こ とが多 く,こ の形 態 素 はお

そ ら く音 節初 頭 にbー を持 つ と考 え るの が適 当で あ るが(§2.1),文 語 形式 には それ

に対 応 す る初 頭 子 音連 続 が ない。 ま た,文 語形 式 と関連 づ け る説 明で は音節 問子

音 一b―の 出現 の散 発 性 と も矛 盾す るこ とにな る。 た とえば(ll)に 挙 げ た^daa『 所

有者 」(WrT. bdag)が 第2音 節 となる語 で,-b― が現 れ やす い環境 で あ って も―b―が

現 れ な い とい う例 もあ る。 つ ま り,文 語形式 にお い て初 頭 にb一 を持 つ形 態素 の方

が,'dεn「 敷物 」(WrT. gdan)の ように文語形 式 でb― を持 た な い(b一 以外 の初 頭 音 を

持 つ)形 態 素 よ りも音 節 間子 音 一b―を生 じに くい とい う こ とが あ る。 さ らに,第2音

節 となっ た と きに1～2例 にお い て しか 一b一を生 じない形 態 素 につ いて も初 頭 子 音

連続 とい う こ とで説 明 して よいのか 。 こ うい った問 題 につい て は さ らに考 える必 要

が あ る。

泌 ほとんどの他動詞完了語幹がb 一を持つことと,他 動詞完了語幹を第2音 節に持つ語がかなり多い

ことから,音 節問に現れる子音連続としてはb―の方が多かったと言える。
邸 夏河方言の資料 としては華侃 ・竜博甲(1993)を 用いた。
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2.3 初頭子音連続ではな い例 について

 第2音 節 にb一 を含 む初 頭子 音 が あ る とは考 えに くい に もかか わ らず音 節 問子 音

一b一が現 れ る例 が ,無 視 で きない ほ ど数 多 く存在 して い る。 た とえ ば,漁a「 余 り」

が第2音 節 とな る語 で 一b―が 現 れ るの は(12a)の みで あ る。 適a「 余 り」 に初 頭 の

b―をた て る こ とはで きない だ ろ う。'1aaの 文 語形式 はlhagだ が,初 頭 にlh― を持 つ

形 態 素 が第2音 節 とな り,か つ ―b一が現 れ る例 は(12a)を 含 め て2例 の み で あ る こ

とか ら注'7,文 語形 式 と ―b―が対 応 してい る とも考 え られ ない 。

(12)'甚aa  「余 り」

a."dablaa

b."gyulaa

c.,軋laa

「閏月」   ('da<'dawa「 月」)

「盲腸 」   ('gyu<"gyuma「 腸」)

「食 べ残 しの 肉」  (一軋「肉」)

 同様 に9第2音 節初頭のb一 が考え られない語の例 を(13)に 挙 げる。 いずれ も第

2音 節 となってい る形態素は音節 問子音 一b―を伴 う例が1例 しか な く,し か も§2.2

で見た ような 一b一と関連づけ られる文語形式を持たない ものである。

(13)a."oﾘyss

b.一gobdee

c.唱t¢ubd孝a

d.、 も口ubsao

e.、tgabsoo

f.鴫gabdzen

g."dabla

h.、dobd3aa―ﾇOO

i.、dobdzao

「乳 を入れる袋」

   ('・く'・ma r乳 」,-9Ysa<-gy・ ・ba『 革 袋 」)

「果 物 皿 」

   (-go<-go(w)o「 皮 革 」,'dee<"derma「 皿 」)

「う す い お 茶 」   (-tﾇu「 水 」,-t軋「 お 茶 」)

「銅 の 水 が め 」  (-t輹「 水 」,'sao「 銅 」)

厂安 い 茶 葉 」

   (一⑩a「 お茶」,SOO<'sobsoo『 す か す か の」)

「生 食 す る挽 肉料理 」

   (-軋「 肉 」,-dzen<-⑫enba「 ナ マ の 」)

「戦 神 」      ('cj,a「敵 」,-1a「 神 」)

 「家 畜 が栄 養不足 であ る」

(-do「 食 物」,'toaa「 飼 い葉」,-G。 。 「逃 げ る,や め る」)

「食 事会 」    (-do「 食 物」,―tsag「 巣,家 」)

注17第2音 節 がlh ―とい う文 語 形 式 を持 ち,か つ 一b一が 現 れ る環 境 の2音 節 語 は採 集 した 中 に16個 あ

る 。 な お,―b― が 現 れ る もう1例 は(11h)で あ る(WrT. dgra lha)。
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j.'na比aa^gyaa 「バ ター茶 の油 分 で顔 をマ ッサ ー ジす る」

         (―na r鼻 」,^軋a r油 脂」,^gyaa[VBL])

k.―naﾘu  「鼻 炎 の一種 」   (―na「鼻 」,^gaa「 膿 瘍 」)

 Shefts and Chang(1967)は い くつか の形態 素 につ いて末 子 音-bを 持 つ異 形態 があ

る として い る。 つ ま り,第1音 節末 尾 に ーbを た て る とい う分 析 で あ る。 た しか に

(13b)の 第1音 節 を形成 す る形 態 素 一go「 皮 革 」,(13c, d)の ―蜘 『水 」,(13f)の
-
軋「 肉」,(13h, i)の ―do「食 物 」,(13j, k)の 冒na「鼻 」 な どの形 態 素 は,第2音 節

初頭 にb一 が 考 え られ ない ような複 数 の例 にお い て音 節 問子 音 一b一あ るい は-m― 由8が

現 れ る2音 節 語 の 第1音 節 となっ てい る。 しか し,§2.1で 見 た よ うな第2音 節 初

頭 のb― を たて るべ き形 態 素の場 合 とは異 な り,-b― が現 れ や す い環 境 で も現 れ ない

とい う例 も多 い(14e,f)。 少 な くと も単 母音 終 わ りの形 態 素 につ い て は,明 らか に音

節末 の-bを た て るべ きものは見 つ か らない 。

(14) t輹  「水 」

a.-t¢ubd名a

b.'啣bsao

C・t¢umnyh

d.-t輹mduu

e・t¢u卿O

f. 't輹rsa

「うすいお茶」

「銅の水がめ」

「汚水」

「水 を加 えた飼料」

「た らい」

「水着」

(=13c)

(=13d)

('nyii「 澱,不 純 物 」)

('duu 「`まこ り」 )

(-ouo<加o「 木 盆,桶 」)

(^ras「 木 綿 布 」)

 また,音 節 間子 音 ―b一と第1音 節末 子 音 一bで は分 布 が異 な る とい う点 や(§1.3),

末子 音 ―bは 他 の末 子 音 に比べ て脱落 しに くい とい う点 か ら考 え て も,多 数 の単 母

音終 わ りの形 態 素 に単 独 で は現 れ ない ―bを たて る とい うShefts and Chang(1967)の

説 に は無 理 が あ る。

 以上 か ら考 える と,(12a)お よび(13)の 各例 に現れ る音節問子音.b一 は第1音 節末

尾 にも第2音 節初頭 に も帰属 しない挿入音 ということになる。

 挿入子音が この ように散発的に現 れる理由 としてまず考 え られるのは,類 推の作

用だろ う。 つ ま り,前 節 で見 たような過程 を経 て,第1音 節がCV,第2音 節が初

頭子音連続 を持つ2音 節語のうち相 当数が音節間子音-b― を持つ ようになった。 そ

の結 果,2音 節語 の第1音 節 はCVよ りもCVbの ほうが より 「無標 である」 と認

識 され るようにな り,い くつかの語彙 において第2音 節の初頭子音連続 とは関係 な

`ﾟt8 Chang a
nd Shefts(1965)の 言 う 「先 行 形 態 素 の 口音素 性 と後 続 形態 素 の鼻 音 素性 」 が 融 合 した

例,あ るい は音 節 問子 音 一b一が 後続 の鼻 音 に 同化 した例 と考 え られ る もの 。

 .:



く 一b一が 挿 入 され る よ う にな った,と い うこ とか も しれ ない 。(15)は,借 用 語 が こ

の 「無標 」 の タ イ プに合 致 す る2音 節 語 に なってい る例 で あ る 。

(15) -gabli 「頭 蓋 骨 」 < Skt. kap緲a

 第1音 節 に も第2音 節 に も帰属 しない音節問子音-b― の現れ方はかな り散発 的で

あ り,予 想不可能である。 これを類推 によるものだ と考 える根拠お よび類推が比較

的起 こ りやすい条件 について次節で考察す る。

2―4 語構造 との関係

 これ まで見 てきた とお り,音 節 間子音 一b一の出現 は単に音韻上の問題 として処理

で きる現象 ではない。文語のg― を合 む初頭子音連続 についてお こなった考察(§2.2)

において も,挿 入音 ―b一が現れ るようになった経緯(§2.3)に ついて も類推 による も

の とい うのが有力 な説 となる。 この説 を支持する絶対 的な証拠はないが,根 拠 とな

りうる背景の ひとつ として,チ ベ ット語には他動詞完 了語幹 が第2音 節 となる2音

節語が非常 に多い とい う事実がある。その多 くは(16)の ように第1音 節 が名詞語幹

で,こ のNS-vs[PFT]タ イプの2音 節語はかな り生産的 に形成 され る。

(16)音 節 間子 音 一b一を持 つNS-VS[PFr]タ イ プの2音 節 語

a.'軋ﾘaa  「焼 い た 肉 」

b.'dabgyuu 「競 馬 」

c.kabgy● ● 「歪 ん だ 日 」

d.丶t¢ubdzee 「水 煮j

e.^dobgyaa 「石 段 」

  (=7b)

(-da「 馬 」,^gyuu「 走 ら せ る 【PFr】」)

Cka「 口 」,'gyoo「(無 意 識 に)ゆ が め るrPFT]1)

(-卿 「水 」,`dzee「 ゆ で る[PFr]」)

('do「 石 」,'gyaa「 支 え る[PFT]」)

 前節で見 た挿入音 一b一が現れ る例 はいずれ も第1音 節が名詞語幹であ り,名 詞語

幹以外の形態素が第1音 節 となっている2音 節語 に挿入音 としか考 えられない音節

問子音 ―b一が現れる例は今 の ところ見つかっていない。NS-VS[PFT]タ イプか らの類

推が より生 じやすい場合 に挿入音 一b―が現れていると言 って よいだろ う。 また逆 に
へ
gu輹u「 本末,上 下 関係」 ぐgu<'go「 頭」,輹u<"輹gu「 尾」)の ように2つ の形

態素が明 らか に並列 関係 にある2音 節語 では-b― が現れに くい とい う傾 向が見 られ

ることも傍証 となるか もしれない。 名詞語幹 と動詞語幹か らなる2音 節語 の場合,

通常両者 には何 らかの支配関係 ない し修飾関係があ り,並 列的である ことはほ とん

どないか らである。

しか し,(12b, c)の よ うにCVと い う音 節構造 を持 つ名 詞 語幹 が 第1音 節 とな って

 .・



いるに もかかわ らず 一b―が現れない例 も数多 く存在する。挿入 され る音節 問子音 ―b―

がなぜ これほ ど散発的 に現れるのか,出 現の条件 をこれ以上厳密 に決め られるか ど

うか とい う点 につ いては未解決のままである。

3.ま とめ と今後の課題

 本稿では,チ ベ ット語 ラサ方言の2音 節語 に見 られる音節 間子音 ―b―について考

察 をお こなった。

 音 節間子音 ―b-に は,従 来言われていた第2音 節初頭の子音連続 を反映する もの

のほか に,第1音 節末尾 にも第2音 節初頭 に も帰属 しない挿入子音である ものが存

在する。第1音 節末尾 に帰属する音に由来する ものは考 えな くてよい。

音節 間子音 ―b―の発生の過程 については次の ように考 え られる。

 1.初 頭子音連続の初頭 音b一やg―な どが語頭 において中和 した。

 2.や が て語中 において もより多 く存在する ―b一に合流 した。

 3.そ の結果音節 問子音 一b一を持つ2音 節語が増 え,類 推 によって,典 型的な タ

イブに類似 する第1音 節 を持つ2音 節語 において も散発的 に音節間子音-b一

が挿入 される ようになった。

 なお,音 節 問子音 一b-が出現する厳密な条件 については特定で きなかった。 今後

の課題 としたい。

《略 号 》

AS  adjective stem

IMPF imperfective

NS  noun stem

PFT  perfective

Rrespectful

Skt. Sanskrit

VBL verbalizer

VS  verb stem

WrT. Written Tibetan
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On the Inter-syllabic -b- in Modern Lhasa Tibetan

 SHIRAI, Satoko

   In Modern Lhasa Tibetan, a number of two-syllable compounds contain -b- between the 

two syllables, which does not appear with either member of the compounds in isolation. The 

inter-syllabic -b- appears as the coda of the first syllable which has no original coda.

   The inter-syllabic -b- in some cases could be interpreted as the initial consonant of the 

initial cluster of the second syllable, but there are many examples which cannot be explained 

phonologically. This paper shows that in some cases the inter-syllabic -b- is the additional 

consonant which does not belong to the first or the second member of the compound.

The inter-syllabic -b- comes to existence by means of the following process : 

i. The initial b- and g- of initial clusters were neutralized in the word-initial position,

 though in the word-medial position they maintained the opposition. 

ii. They merged into -b- in the word-medial position. Because there are many

compounds which consist of a noun stem (NS) plus a perfective stem (VS[PFTI) 

and in principle the perfective form had been marked by the initial b-, -b- occurs 

most frequently in the word-medial position.

iii. After compounds with medial -b- were increased as a result of (ii), through the 

  process of analogy, inter-syllabic -b- was inserted sporadically into the two-syllable 

  compounds which have a codaless noun stem as the first member.
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